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フロージンダ材低温水式床援房対応試験結果報告書

平成 1 4 年 1 0 月2 0 日

株式会社 茶 ノ木 様

東京都千代躍医外辞田2-13-5

ヨ士環境システム株式会社
試験担当 前 題智幸

ご依頼のフロー タング務の試験体について下記のとおり加温試験を行いました。

その試験の結果を報告いたします。

サンプル球の状況

試験体 N04

チータ無垢………幅9011111 厚み 1ふllull

ソ夢、とビ等の異常 特 になし

2、 試験方法
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上国のような試験装置すこて、Z理 パネルの表面温度 50℃±2,5℃に設定し、
10月 7日 から 10日 までの 48闘 連続力野温を行つた。
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3、 試験中におけるサンプル材の表蘭温度

室内空気温度… 24～ 25℃

試験体裏面温度…45～48度

表面温度……… 33～ 35℃

熱違過試験
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4、 試験 結 果

(1)水 分含有率 (0/。)

試験前

Aポ ィン ト    9.3

Bポ イン ト    9.5

(2)4‐x縮状況 (単位 l■In)

試験前

Cポ イン ト    90.06

Dポ ィン ト    90.06

5,試験後のサンプル材の状況
ソタ、ヒビ等の異常 特 になし

試験後

6 . 2

7 . 6

試験後

89.85

89,99

5、 結論

試験結果から、温水温度を50℃±2.5℃ に設定して使用する場合は、本試験体フロージング材にソリ、とビ割れなどが生じないことがゎかりました。収縮も0.5醐以内でしたので床援房ご使用時には目地が 二,o Fnm前後の験聞が生じる可能性がぁりますが、日常生活には問題はないと思われます。そぅした場合も、一般的には床暖房を使用しない時期になりますと本来の幅に戻ってきます。
以上のことから、本試験体のフロータング材では弊社の低温水式床暖房システムに採用しても問題の生じることがないと判断します

以上ご報告申し上げます。


